
『今の大和中RCの「強み・弱み」という視点で整理し

てみました』

ロータリーでも、クラブの

将来計画では「強み・弱み」

を率直に洗い出し、特に会

員満足度・親睦・奉仕・地

域での評価・新会員の定

着などを見ることが推奨さ

れています。実際、RIの調査でも会員満足を左右す

る最大の要素は「クラブでの体験」で、例会の楽しさ、

リーダーシップへの信頼、奉仕や友情への満足が重

要とされています。

大和中RCの「強み」

① 長年積み重ねてきた歴史と人間関係

49代という歴史そのものが財産です。長年活動し

てきた会員の経験・知識・地域との人脈があり、「困っ

たときに動ける人がいる」というのは大きな強みです。

② 東慶州RCとの40年以上にわたる国際交流

これはかなり特徴的な強みです。単なる姉妹クラ

ブという看板ではなく、長年にわたって実際に相互訪

問を続け、人と人との友情が世代を越えて受け継が

れています。「国際奉仕」を目に見える形で説明でき

るクラブです。

③ 会員同士の距離が近い

大規模クラブにはない良さです。会員一人ひとりの

顔や仕事、人柄が分かりやすく、食事会やゴルフなど

を通じた親睦も深めやすい。「共に楽しむ」を実現し

やすい規模とも言えます。

④ 地域とのつながりを持っている

大和商工会議所や大和青年会議所・大和法人

会・大和阿波おどり等など、地域社会との接点があり

ます。これを奉仕活動だけでなく、クラブの認知度向

上や会員増強につなげられる可能性があります。

⑤ ベテラン会員の経験値

ロータリーの歴史、職業奉仕、地区との関係、クラ

ブ運営などを知る会員がいることは大きな財産です。

若い会員・新会員へ伝承できれば、「知好楽」の「知

る→好きになる→楽しむ」にもつながります。

一方、大和中RCの「弱み」ここは「欠点」というより、

これから伸ばせる部分として考えるのがいいと思いま

す。

① 会員数と活動を担う人数の問題

少人数の良さがある反面、事業・役職・委員会を

動かす人が固定化すると、一部の会員への負担が
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【 本日のプログラム 】 8月27日 夜間移動例会 「みんなで暑気払い」 会場 レンブラントホテル海老名

【次回予告 】 9月3日 卓話 「子どもの教育」 常磐法律事務所 弁護士 淺井 崇裕 様

【第2205回例会】 令和8年8月20日（木） 【 SL 】 横澤 高太郎 君 【 司会SAA 】 野口 宏 君

【斉唱 】 「我等の生業」 【 ゲスト 】 古木 普総 様 【ビジター】 佐藤昌太郎 様（座間RC）

会員数 出席者 出席率 前々回修正 出席免除 欠席者 10名(敬称略)

26名 13名 56.52% 60.87% 3名
藤岡、原島、星川、池澤、入江、板垣、岸、新村
野内、太田
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小栁智裕 新村千成
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辻 彰彦 北砂明彦 橋本日吉 入江公敏

国際ロータリーテーマ 大和中ロータリークラブ会長ターゲット

UNITE FOR GOOD
「持続可能な インパクトを生み出そう」

RI会長 オラインカH.ババロラ

「Rotary 共に学び 共に楽しむ」
「知・好・楽」



大きくなります。他クラブのSWOTでも「いつも同じ人

が仕事をする」「新会員を十分巻き込めない」という

問題は典型的な弱みとして挙げられています。

② 会員増強が“紹介”に依存しやすい

「誰かいい人はいないか」という従来型の増強だけ

では限界があります。商工会議所、法人会、地元企

業、若手経営者、女性経営者、専門職などとの接点

を、クラブとして計画的につくる必要があります。

③ 新会員がロータリーの価値を理解するまで時間が

かかる

入会しても「例会に出席するだけ」になると、ロータ

リーの面白さが伝わりません。RIも新会員へのオリエ

ンテーションと、早い段階で活動や役割に参加しても

らうことを重視しています。

④ 素晴らしい活動が外部に十分伝わっていない可

能性

東慶州RCとの交流や松風園しらかし会映画観賞

会・大和自動車学校との交通安全撲滅大作戦など

の地域奉仕、実際には良い活動をしていても、一般

の大和市民から見れば「ロータリークラブって何をし

ている団体？」となりやすい。つまり、活動力に対して

発信力が弱い可能性があります。

⑤ 歴史・伝統が、ときに変化への壁になる

「昔からこうしてきた」は大切ですが、若い世代から

すると入会のハードルにもなります。伝統を守る部分

と変える部分を区別する必要があります。

以前から大切にされている**「不易流行」**の考え

方です。

⑥ 「奉仕」と「親睦」と「学び」が別々になりやすい

例会は例会、奉仕は奉仕、親睦は親睦ではなく、

三つをつなげることでクラブの魅力が増します。たと

えば「地域奉仕をする→終了後に食事をする→参加

した新会員やゲストと語る」とすれば、奉仕そのもの

が親睦と会員増強になります。そして重要なのは、弱

みの裏側には、ほぼ必ず強みがあることです。「人数

が少ない」→ 意思決定が速い。全員参加型にでき

る。「ベテランが多い」→ 経験と人脈が豊富。「歴史

が長い」→ 地域からの信用がある。「活動が知られ

ていない」→ 発信すれば伸びしろ が大きい。ですか

ら、大和中RCは「弱いクラブ」というより、持っている

資産をまだ十分に“見える化・活用”できていないクラ

ブと捉える方が適切であり大事だと思います。実はこ

の弱みを強みに変える事が非常に大事だと思います。

「まず参加してもらう→知ってもらう→仲間になる→

楽しくなる→誰かを連れてきたくなる」という循環をつ

くれるからです。

やまと健幸フェス協賛のお願い

（株）Willness 代表取締役 古田祐実 様

大和ロータリークラブ 金井みさき 様

①10月10日（土）、11日（日）鎌倉パークホテル、鎌

倉芸術館にて2026～27年度地区大会が開催さ

れます。

②2026年9月26日(土)202６～202７年度 社会・国

際奉仕セミナーが開催されます。担当の方はご出

席お願いします。

③「令和８年熊本地震」による被災地、被災者に対

する支援金のご協力をお願いいたします。

親睦活動委員会 橋本 日吉 委員

会員誕生日 藤岡 博 君 8月30日

配偶者誕生日 池澤 香織 夫人 8月20日

結婚記念日 小栁 智裕 君 8月22日

北砂 明彦 君 8月27日

横澤 高太郎 君 8月28日

卓話 「神社のいろは」

座間ロータリークラブ 直前会長 古木 普総 様
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貴重なお話をお聞かせいただき、ありがとうござ

いました。
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佐藤 昌太郎 様（座間RC）
いつもお世話になっております。古木宮司の卓話

ですが、すごく良い話をしますので、楽しみにしてくだ
さい。
古木 普総 様（座間RC）
本日は大変貴重な例会に卓話のお時間を頂き、

ありがとうございます。どうぞよろしくお願い致します。
小栁 智裕 会長、土屋 大輔 幹事
座間ロータリークラブ会長佐藤昌太郎様、パスト会

長古木普総様、本日はお暑い中、お越し下さいまし
た。パスト会長古木普総様による卓話「神社のいろは」。
大変楽しみにしておりました。本日はどうぞよろしくお
願い致します。
後藤 定毅 君
座間クラブの古木様、聞きなれない神社のはなし

楽しみにしていました。よろしくお願い致します。
髙橋 清 君
座間ロータリークラブパスト会長鈴鹿明神社宮司

古木普総様、佐藤会長、卓話にお出で下さいまして
ありがとうございます。神社のお話し楽しみに拝聴さ
せて頂きます。
北砂 明彦 君、黒坂 毅 君
古木様、佐藤様、本日はようこそお越し下さいまし

た。卓話よろしくお願い致します。
辻 彰彦 君、中村 友彦 君、横澤 高太郎 君、
髙橋 政史 君
座間RC佐藤会長、古木パスト会長、お忙しい中、

お越し頂きありがとうございます。古木様本日の卓話
楽しみにしております。

北砂 明彦 君
結婚祝いありがとうございました。何年になるかは、

記憶にありませんが仲良くやっております。
横澤 高太郎 君
結婚記念日のお祝いをいただき、ありがとうござい

ます。当日は財布として買い物と食事に買いだされて
おります。

スマイルボックス 髙橋 政史 委員 本日 ￥16,000 累計 ￥１１４，０００-


